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したがって、この例における変位吸収量は、以下の計算より6.8mとなる。

Hmax =LX (tan ()十tan20+tan3 0十tan2() +tan () ) 

=6.0X (tan7
0

+tan14
0 

+tan21 0 +tan14
0

+tan7
0

) 

=6.8m 

図7 呼び径800mmS形管路の管軸直角方向の変位吸収状況例

66 m (= 6 . 0 X I I本)

5.S形管路の地震に対する有効性

阪神・淡路大震災は史上初めて震度刊の地

域が認定された激震であった。その被害状況

からみて、改めてライフラインの耐震化の再

検討が強く求められているととろである。日

本水道協会などの水道施設の被害調査によれ

ば、管路の被害は特に地盤に亀裂、崩壊、液

状化による側方流動などの地盤変状が発生し

た場所で多発しており、乙のような場所では

ダクタイル鉄管であっても A形、 K形、 T形

などの一般管路に継子の抜け出しによる被害

が発生している。一方、 S形、 sn形鎖構造
管路には被害は発生しなかった。特にポート

アイランドなどの埋立地では、大規模な地盤

度沈下し護岸は数メートルの側方流動が発生

したが、埋立地内に布設されていた合計

99.6kmのS形、 SII形鎖構造管路は無傷であ

り、現在も問題なくその機能を果たし続けて

いるとの乙とである。

4.おわりに

今回、三重県の工業用水道としてはじめて

S形ダクタイル鉄管を採用して布設替えを行

った。

当地域は東海大地震が危慎されており、し

かも当該箇所は地盤が軟弱で不同沈下の進

行、かつ地下水位が高い埋立地であり、地震

時には液状化も懸念されているため、当管路

には阪神・淡路大震災におけるポートアイラ

ンドなど埋立地での S形、 S1I形管路のよう

な効果を期待するものである。

本県において、工業用水道施設の耐震化

は、拡張、改良を行っていく上で重要な柱の

ひとつであると考えている。工業用水道とし

ての重要性を再認識して、今後も引き続き施

設の耐震化に向けて積極的に取り組んでいく

考えである。
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1 . (まじめに
本事業実施地域は、鳥取県西部に位置し、

山陰の主峰大山(標高1，711m) の北部から西

部山麓にかけての丘陵地帯である(図1参

照)。乙の大山山麓一帯は、元陸軍軍馬補充

部の放牧地として利用されていたが、大正初

期に軍馬補充部が大陸に移転したことに伴い

地元に払い下げられ、開墾助成法が公布され

た大正8年頃から散在的に小規模な開墾が行わ

れていた。

その後、昭和16年に制定された農地開発法

に基づいて設立された「農地開発営団」によ

り昭和17年3月から開拓事業が始められたが、

第2次世界大戦突入などの影響により終戦まで

余り進まず、同営団は昭和22年に閉鎖した。

同営団閉鎖後、農林省が直轄事業として建設

工事を継承し、1.609haの開畑、入植464戸、

増反1，401戸を実施した。

本事業は、その後なお多くの開拓適地が残

平成8. 5 第60号

1韓関》

農林水産省中国四国農政局

大山山麓開拓建設事業所

工事第一課長良井功治

っていることから調査がなされ、水源確保も

含めた国営総合農地開発事業として農林水産

省により昭和47年に着工したものである。

なお、着工後の社会情勢、農業情勢の変化

に伴い、平成2年3月に計画変更を行ってい

る。

図1 位置図

岡山県 キ
本報告では、事業で実施するパイプライン

の施工事例について報告することとしている
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が、今回は主にパイプラインなどの全体計画

について報告し、次回以降で技術的施工事例

を報告する。

2.事業概要

本事業は、鳥取県西部の中山町、名和町、

大山町、淀江町、米子市、岸本町、溝口町お

よび江府町の1市7町を対象とし、 430haの農地

造成と介在する既耕畑37haの区画整理を併せ

て行うとともに、既耕畑1，768haの畑地かんが

いを行い、梨、野菜、酪農などを導入して経

営規模を拡大し、地域農業の発展を図ること

を目的としている。

1.主要工事計画

畑地かんがいを行うために、江府町下蚊屋

および助、沢に有効貯水量344万m3、堤体積60万

m3、堤項長210mの中心遮水ゾーン型フィルダ

ムを建設し、パイプラインにより受益地まで

送水することとしている。

なお、用水路の形式については、次の諸理

由からセミクローズタイプ、ノfイプラインに

よる送水とした。

① スプリンクラーかんがいなどで、水頭

を有効に利用できる。

② オープンタイプに比して管径を細くで

きる。

③ 無効放流がなく節水型である。

④ 応答性がよく、調整池との一体利用・

管理が容易で、ある。

表Hこ主要工事の一覧を、また、図2にパイ

プラインの概要を示す。

写真1 農地造成地

団地名:一本松

施工年度:昭和55年度

営農作目:キャベツ

表1 主要工事

工種 規模 数量 備考

堤高 55.5m 
下蚊屋ダム 中心遮水ゾーン型フィルダム 1カ所

堤有体効積貯水量
599，000m3 

3，440，000m3 

用水路 幹線 ~ 900-400rnm 31.9km 
支線 ~ 500-75rnm 106.1km 

揚水機場 10カ所

農地造成 430ha 

区画整理 37ha 

道路 幹線 16.9km 
支線 19.4km 
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図2 パイプラインの全体計画図

2.事業の進捗状況

昭和47年度の着工(同年10月1日事業所開

設)以来、工事は順調に進んで、おり、平成6年

度より下蚊屋ダムに着手し、平成7年度までに

農地造成はほぼ完了し、幹線用水路(ダクタ

イル鉄管呼び、径900mm) は4.7km完成している。

事業全体の進捗率は、平成7年度事業費ベー

スで表2の通りである。

凡 例
，、-戸-ーーー句，、~l E昌幸重量ヨ 地 造 成

〈二〉 畑地かんがい
日正二? タ1 ム

歯車理由盟瞳趨盟諸盤盟盟 国営水路(幹線水路)

一 国営水路(支線水路)

“ー--値・・b骨盤』・

県 戸首州 水 路

巴 フアームポンド(国曽)

回 ファームポンド(県営)

② 揚水機場(国営)

⑦ 揚水機場(県営)。 分 7.1< 工

。こわ 既設頭首工

表2 事業進捗状況

総事業費(平成7年)
捗進費業討狩

平成7年度事業費 j平成7年度まで進捗率

38，800，000，000円 19，710，385，000円 48.7% 4，695，244，000円 印.3%
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3.路線選定
水路は主として、本事業で実施中の農道も

しくは公道ドに埋設されるが、大山を取り巻

くように施工していくことから、一部では耕

地や山間地への埋設を計画している。

なお、路線選定に際して留意している事項

を以下に示す。

① 現況地形に沿ってなるべく直線とし、

できるだけ短い距離を通すよう配置する。

② 施工・施設管理上、路線の位置を極力

道路沿いに計画する。

③ 道路・河川などを横断する場合は、原

則として直角交差とする。

④分水工など、地表に出る構造物の設置

位置は、交通や耕作に支障のないよう考慮、

する。

⑤ 県営水路分水位置との整合性を図る。

4.管種管径選定

1.選定手順

管種選定の手順を以下に示すが、使用管種

としては、設計水圧、布設条件および他地区

でのこれまでの実績を考慮、し、ダクタイル鉄

管 (DC 1 p) 、強化プラスチック複合管

(F R P M) および鋼管 (SP) などの中か

ら選定した。

なお、ダクタイル鉄管についてはK形、 T

形などが考えられるが、基本的には経済性・

施工性に優れたT形を使用した。

〈手順〉

①各管種の呼び径の概定(水理設計)

動水こう配などの検討を行い、それぞ

れの管種の呼び径を概定する。

②設計水圧の概定

送水方式(自然流下、ポンプ圧送)な

どにより、設計水圧を概定する。

③使用管種の概定

管呼び径、設計水圧から、管の規格に

基づき使用管種を概定する。

④管厚の選定(構造設計)

概定した管種について構造設計の検討

を行い、使用する管厚を選定する。

⑤使用管種の決定

経済性、路工性、安全d性および維持管

理性などの検討を行い、使用管種を決定す

る。

なお、本地区では、所定の水頭が確保でき

るもっとも経済的な管種管径の検討-を、線形

計画法により設定した。

2.設計条件

構造設計の主な設計条件を以下に示す。

く構造設計条件〉

①土かぶり

公道下埋設:1.2m以上

山間地埋設:0.7m以上

(凍結深を考慮)

耕地下埋設:0.7m以上

(凍結深を考慮)

河川下埋設:2.0m以上

②内圧

設計内水圧=静水圧+水撃圧

③外圧

外圧については、 1)埋戻し土による土

庄、 2)路面荷重による土庄、 3)管体自重、

4)管内水重、 5)その他荷重、 6)基礎反力を

考慮した。

之のうち、路面荷重については、道路管

理者との協議により決定した。

また、その他荷重については、道路以外

部分での地表面荷重(耕地でのトラクタ一

重量など)を考慮、し、次の値を用いた。

耕地:0.5tf/ば

山間地:0.3tf/m' 

④管底支持角

2 f3 =120
0 

(砂基礎)

⑤管の埋設形式

通常は溝形とした。

なお、土質条件や地下水位などによっ

て矢板施工が必要な場合は、別途検討とし

た。

⑤土の単位体積重量

γ=1.8tf/m3 
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⑦土の受働抵抗係数

e' =28kgf/ cm2 

⑧土の内部摩擦角

θロ 30
0

5.標準的な施工

ダクタイル鉄管

道路部分は、片側通行止めもしくは全面通

行止めで実施しており、標準施工図を図3に示

す。また、施工状況を写真2-3に示す。

なお、一般的な埋戻し材の材質を次に示

す。

-砂基礎

砂

・一次埋戻し

発生土など

.二次埋戻し

発生土など

・路盤、舗装

材質、厚さは道路管理者と協議する。

舗装
路盤

二次

埋戻し

一次

埋戻し

砂基礎

図3 道路部分の標準断面

6.おわりに

斗胃明押同ア

ー〈
~、

言
Cコ
れ』

本事業で実施するパイプラインは大山を鉢

巻状に施工していくことから、今後の施工で

は、河川の伏せ越しゃ急斜面部での配管を行

わなければならない。

次報以降でそれらの施工事例を報告し、ダ

クタイル鉄管の施工技術の向上に寄与してい

きたいと考えている。

平成8. 5 第60号

写真2 管布設状況

写真3 管接合状況
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